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は　し　が　き

〔I〕本番は日本の伝統的労使関係である，年功的労使関係を，その成立

の構造，その変化，およびその解体の展望について，理論的ならびに実証的

に検討することを目的としている。本書の構成はつぎのとおりである。

年功的労使関係の存在は，かなり以前重ら注目されたとはいえ，昭和20年

代前半まではその全体の構造は明らかにされていなかった。第1輩は，昭和

初頭から昭和20年代前半まで，日本の労使関係についての主導的理論であっ

た，「原生的労働関係」論を検討し，その年功的労使髄係論へ移行する接点の

論理をあつかっている。また，年功的労使関係諭の体系化は昭和30年代に

なって開始され，実はいまだ，体系化の決着を見ていないことが注意されな

くてはならない。著者は，年功的労使鏑係の成立に当って，「年功的熟練」が

成立の基礎をなしていることに注目しているのであるが，それに対する批判

も多く見られる。これらの批判に半ば答える意図で第1尊第2節において，

事例をかかげると共にその論理をあらためて展開した。第2章は年功的労使

聞孫の体系的構造を明らかにしようとしている。すでに述べたとおり，「年

功的労使関係」という術語によって，日本の伝統的労使関係を表現しようと

す右二ころみは，まだ十分に成熟しているともいえない。むしろ「年功制度」

とか「年功序列」とか「経営家族主義」というような，年功的労使関係の部

分規定で表現しようとする慣向が多いといえる。それゆえに第2草は年功

的労佃関係の構造をすべてとりまとめて明らかにし，「年功的労使関係」の

街語根と茸させようとする横板的意園をもっている。第1節では，年功的

労1朝瑚続の偶成を論じた。年功的労使関係の骨格組織としての身分階層梅成

を酢机ノ（第1項），機能保証としてのいわゆる「年功賃金制度」を検討し，

あわせて．年功的労使関係に包括される範囲の限定をこころみたく第2項）。

1



この包括範囲の限定はのちにみる，年功労使関係の変化と解体の論理への一

つの伏線をなしている。第2節ではこのように規定された年功的労使関係の

下で被雇用者としての労働者の組織である労働組合が，いかなる論理で存在

し，運動するかを検討した。まず，労働抱合の存在についての論理を分析し

（第1項），ついで，労働組合の運動の法則性を検討した（第2項）。年功的労

使関係がいかに歴史的に成立し，いかなる歴史的意義を有するかについて検

討したのが第3葦である。この章では，まず，日本の歴史の中で，いかなる

特有の歴史的条件で成立したのかを分析し（第1項），ついで世界の歴史の中

で，年功的労使関係がいかなる労使関係の発展段階に照応するものであるか

を解明しようとこころみた（第2項）。著者は多元論を尊重しつつ，発展段階

説にその立場の基詞をおく。

第3章は年功的労使関係の昭和30年代を通ずる変化と，その変化の中に内

在する解体の様相を明らかにすることを目的としている。第1節では，変化

と解体に作用を及ぼした経済的要因を扱い，まず経済成長と産業構造の変化

と産業再編成の局面をみ（第1項），ついで労働市場の変化を考察した（第2項）。

これらの変化は，労使関係に強い影響を与える要因のみがえらび出されてお

り，第2節・第3節の論理に作用を及ぼす伏線となっている。第2節では，

年功的労使関係の変化と解体の様相を実証研究によってえがき出すことが意

図されており，第1章第1節の内容と関連をもっている。まず「年功的熟練」

の消滅が論決される（第1項）。著者の年功的熟練論はこれによってひとまず

終る。ついで，身分階層の変化（第2項）と基本給体系の修正および終身雇用

制の変化（第3項）が第2輩第1節の各項と対応しながら検討される。第3節

においては，第2章第2節と照応して，労働組合関係がとり扱われている。

そして，年功的労使関係の下での労働組合の構造と機能上の特質については，

とくにあとの箇所で（第4章第2節第1項）課題と展望を主方向として検討し

ているから，第3節では企業間労使関係を，とくにその変化に視点をおい
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て考察している。日本の労働組合の構造と運動は，もとより戦前に先駆があ

るとはいえ，すぐれて戦後的性格を有しているから，まずそ叫雁史的変遷を

考察し（第1項），ついで昭和30年代の変化を，とくに企業間労使関係に重点

をおいて検討し（第2項），変化の中から生ずる問題点を摘記した（第3項）。

年功的労使関係lの変化と解体の様相は第3章でむしろ客観的に解明された

が，その変化と解体を推進する直接当事者の行動の論理が解かれねばならな

い。まさに年功的労使関係が解体するかどうかはこれら当事者がその解体を

どの程度まで意識するかに依存している。第4章はこの主体的側面を扱う。

経営者のこの主体的行動は能力主義人事管理にあらわれている。そこで昭和

30年代末から登場した能力主義人事管理の主張の意義を第1第で検討する。

まず，能力主義人事管理の主張の背景要因と主張の根拠を分析し（第1項），

ついで現在とられている能力主義人事管理の構造を通約的に検討し，あわせ

て，その展開の方向を予測する（第2項）。これに対して，他方の当事者であ

る労働組合はどのような行動をとっているであろうか，このことを第2節で

検討してみる。まず，年功的労使関係の下での労働組合が，その組織と幾能

上において，労働抱合の基本原則上，どのような問題をもっているかを考察

し（第1項），昭和30年代の労働組合運動を通じて新しい変化が現われてきた

ことを指摘する（第2項）。労使関係のこれら主体がおのおのの行動原理を意

識的にもつことによって，どのような労使関係が，年功的労使関係の解体の

のちに形成されるであろうか。

この問題は，「結語」において，第4葦で検討した，労使関係における双

方の主体がもつ行動原理の意識的作用によって，どのような新しい労使関係

が，年功的労使関係の中から形成されるか，ということで，理論的予測をこ

ころみた。この新しい労使関係は，おそらく，「経営共同体的労使関係」と

「協約的労使関係」という，名称で表現される，二つの労使関係の中の一つ

を選定することになるだろう。そこでまず，この二つの労使関係の概括的特
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教を指摘した（1）。ついで，この二つの新しい労使関係の成立の可能性は，相

互に対立的・選択的であることを指摘し，さらに，伝統的な，年功的労使関

係の再編成による事態適応の可能性もあれば，また，階級陶争的労使関係の

可能性も作用することを検討し，そして最後に，「経営共同体的労使関係」

および「協約的労使関係」の，労使関係の発展段階上の位正を論じて（2），全

体が終っている。

〔工〕昭和20年代の労使関係の研究が理論的研究であり，外国研究の摂取

であったとすれば，30年代の労使関係の研究は，すぐれて実証的研究であり，

実態調査が豊富につみかさねられた。日本の労使関係研究は，それゆえに，

昭和30年代をもって，理論的にも実証的にも，学問的に定着した，というこ

とができる。このように盈富な，すぐれた研究がつみ重ねられているので，

本書の植庇にあたっては，これらの研究がなにを諭証し，どのような実態を

明らかにしているかを，著者なりに学ぶ，という態度でつらぬかれている。

これらのすぐれた研究者や調査者たちの鋭い観察と見事な論理の展開に学び

ながら，著者と面識のある，あるいは面識のない，先輩および同学の人々に

よって書かれたものを通じて，対話を進めるように，本書を構成したことは，

著者の最もよろこびとするところである。ただ，著者の貧しい力量によって，

これら研究者や調査者の其の意図を見落し，その研究成果を吸収しえなかっ

た点が多いのではないかと恐れている。特に記して寛恕を得たいと思う。

本書が成るについては，京都大学岸本英太郎教授の御高配を得た。またミ

ネルヴァ書房　杉田信夫社長の蛮ねての御配慮を受けることができた。杉田

氏は昭和34年に，著者の最初の著書『労働問題と労務管理』の出版の冒険

をこころみていただいた。本書は『労務管理』（昭和40年）に次いでミネル

ヴァ書房からの著者の3番目の刊行醤となる。記して杉田氏に謝意を表した

いと思う。

昭和42年11月
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